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概要　冷 え性 の 診断 に 対す る サ ーモ グ ラ フ ィ の 臨床的有用性 を 明 ら か に す る こ と を目的 とし て 本研究を

行 つ た ．サ
ー

モ グ ラ フ ィ を 用 い て 冷え を 訴 え る婦人 （冷え 性群） と冷 え を 訴 え な い 婦人 （対照群）の 身
体各部 の 表面温度を測定 し，外気温 との 相関関係 に つ い て 検討し た．

　結果 ：1）冷え性患者で は冷感部位 とサ ーモ グ ラ フ ィ 上 の 低温域は 下肢・足部で よ く
一致し，冷 えを感

じて い る状態で は 測定環境温以下 の低温域と して描出され た．

　2）冷え性群 で は 測定 日の 平均外気温 と足部 の 平均表面温度の 間に 正 の 相関関係 （足背 r ＝O，63，足底

r ＝O．62）を認 め たが対照群 で は 認 め られ なか つ た ．

　3）冷え性群 で は 測定 日 の 平均外気温 と腹部最高温一足背部最低温 の 温度較差 の 間 に 負の 相関関係

（r ＝ − O．60）が存在した ，温度較差 6 ℃以上 の 出現頻度 は 冷え性群の 方が対照群よ り有意に 高か つ た （p〈

O．OOI），
　4）平均外気 温 15℃未満 の 条件下 で は

， 冷え 性患者群 の 方が対照群 に 比 べ て ，足背部 の 平均表面温度が

有意に低 く （p 〈 0．001）， 腹部最高温
一

足 背部最低温 の 温度較差 は有意に大きく （p＜ O．OOI），測定環境

温以下 の 低温域の 出現頻度は有章に 高か つ た （p＜ 0．001）．

　5）冷 え性群 で は平均外気温 の 上昇に つ れて 足背部 の放射熱暈は増加 し，腹部 の放射熱量は減少する傾

向を 示 した が ， 対照群で は 示 さ な か つ た．以上 よ ゲ， 冷え性は 平均外気温15℃以下 に な る と発症しやす

い こ と，そ し て 下 肢の 冷感は サ ーモ グ ラ フ ィ 上 に よ く反映さ れ ， 腹部と足部の 温度較差が 6 ℃ 以上 あれ

ば冷え性 と診断し うる こ とが 示唆さ れ た．

Synopsis　 In　this　study 　99　women 　were 　examined 　by　thermography 　to　diagnose　coldness ．　 We 　investigated
the　correlation 　between　the　surface 　temperature 　of 　various 　parts　of 　the　body　and 　the　atmospheric 　tempera −

ture　during　a　day　in　66　women 　with 　coldness 　and 　33　without 　coldness 　by　means 　of　thermography．

　Results： 1）　Peripheral　portions　of　th610wer 　limbs　giving　readings 　lower　th4n　26℃ in　thermography
were 　found　in　67％ of　women 　with 　coldness

．
　and 　in　6％ of　those　without 　coldness ．

　2） In　the　group 　of　women 　with 　coldness
’
，　the　mean 　 surface 　temperatures 　in　the　peripheral　portions　of

limbs　were 　closely 　correlated 　with 　the　lnean　atmospheric 　temperatureSi（r＝0．63，　p 〈 0．001），　and 　the　gradient
of 　temperatures　from　the　abdomen 　to　the　peripheral　portions 　of 　Iimbs　was 　gr6ater 　at 　lower　mean 　atmo −

SpheriC 　temperatures．

　3） Asigni 負cantly 　large　number （p 〈 0．001）of 　women 　with 　coldness 　had　a　gradient　of 　more 　than　6℃

observed 　compared 　with 　the　other 　group ．　
’
　　、　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　4） The　gradient　was 　significantly 　larger（pく 0．001）in　women 　with 　coldnes ミwh
即

the　mean 　atmospheric

temperature　was 　under 　15℃ than　in　w6men 　without 　coldness ．
Conclusion： When 　the　gradient 　of 　the　surface 　temper弓ture　from　the ゴb40men　tG　the　peripheral　portions

of　the　limhs　in　the  ography 　was 　more 　thah　6℃，　we 　might 　be　 able 　to　 conclude 　t卜at 　the　subjects 　have
coldness ，

Key　words ： Coldness　in　woman ・Thermogr
耳phy

・Change　of 　atomospheric 　temperature

　　　　　　　　 緒　　言

冷え性 は産婦人科外来患者の 過半数を 占め る
9》

とい わ れ ，女性 の Quality　of　lifeの 改善の た め に

は 避け て は 通れ な い 疾患で ある．しか し こ れ ま で
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560 サ ーモ グ ラ フ ィ に よる冷 え性 の 診断 の 確立 日産婦誌44巻 5号

副次的な訴 えと し て 取 り扱われて きた た め
， 取 り

上 げられ る機会 は 少な か つ た ．そ の 原因 と し て
，

冷 え性 の 定義が曖昧で 病態生理 が不 明 な こ と，ま

た 客観的診断法や 症例 に応 じた 治療法が確立 して

い な い こ とな どがあげ られる ．

　そ こ で 本研究で は サ
ー

モ グ ラ フ ィ を用 い て 冷 え

性患者 の 体表面温度の 季節に よる変動に つ い て 検

討 し た 結果 ， 冷 え性 の 診断及 び発症に 関 して の 客

観的な指標 を得た の で 報告す る．

　　　　　　　　　対 　　象

　岡 山大学医学部附属病院三 朝分院に お い て 1990

年 1 月よ り1991年 3 月 まで の 間の サ
ー

モ グ ラ フ a

施行例 の うち，過去 1年間 に 日常的 に 冷 えて 苦痛

だ と感じた 経験 を持つ 婦入66例 （平均年齢41± 8

歳， 以下冷 え （＋）群 と記す） とその よ うな経験

を持た な い 婦人 33例 （平 均年齢 45± 9歳， 以 下冷

え （
一
）群 と記す）を対象 と した．な お ，明 らか

な基礎疾患を 持つ 婦人 は除外 した．

　　　　　　　　　方　　法

　 日本 サ
ーモ ロ ジ ー学会は 生体が環境系 と熱平衡

を保 つ て い る 中立 温度条件下で サ ーモ グ ラ フ ィ を

行 うこ とが必要で ある とし て ， 室温は 25℃以上 に

保つ こ と ・冬季 は 室温馴化時間 20分間以上 置 く こ

となどを 「サ
ーモ グ ラ フ ィ 撮影上 の テ ク ニ カ ル ガ

イ ドラ イ ン 学会基準案」とし て 定め て い る
正〉．学会

基準案に 従 い
， 食後 1 時間以上経過 し て か ら室温

26〜27℃ ， 湿度 50〜60％ に 設定 し た 恒温室内で 所

定の ガ ウ ン に 着替 えた患者を 20分間以上馴 化さ せ

た後 測定 した．測定は，非接触で 人体か ら放 出さ

れる 赤外線を捉 え る こ とに よ り， 温度分解能0．1℃

で 皮膚表面温度 分布 の 解析 が 可 能 な走 査型 医用

サ ーモ グ ラ フ ィ で ある， 日本電気三 栄社製 サ ーモ

ト レ ーサ 6T66を用 い て ， 座位に て 顔面
・胸部 （剣

状突起よ り頭側）・腹 部 ・背部 （第 四腰椎 よ り頭

側）・腰部 ・下肢伸側 （足背 を除 く）・
下肢屈側 （足

底を除 く）・足背 ・足底 ・手掌 ・手背の 各部 の 全体

の表面温度 を測定 した．そ して 得 られた デ
ー

タ は

パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ータ ーPC9801VX に 転 送 し

記録 した後 ， 温度デ
ー

タ 処 理 プ ロ グ ラ ム 9610M を

用 い て 各部 の 最高温度 ・最低温度 ・平 均温度 ・放

射熱量を算 出し，冷 え （＋）群，冷え （
一
）群の

それ ぞ れ の 年間の 平均表面温度 ・低温域 ・測定 日

の 平均外気温 との 相関関係に つ い て検討 し た ．な

お温度分布に 左右 差 の あ る場合 は 最 も高 い 温度を

最高温度 と し ， 最 も低い 温度を最低温度 とした ，

　 予 備実 験 と し て サ
ー

モ グ ラ フ n に て 23℃ ・

30℃ ・ 35℃ の 皮膚表面温 を示 した ポ イ ン トの 温度

を接触型温度測定器で ある テ ル モ 社製 コ ア テ ン プ

CTM −205（温度 分解能e．2℃以下 ）を用 い て 10回ず

つ 測定したが
， 温度誤差 0．1℃ 以下で あ り，0．2℃

以上 の 温度変化が あれば有意の 温度変化と考 え ら

れ る こ とが明 らか となっ た ，

　 また 冷えを 訴え る 89名の 患者 に 「冷 えを最 も感

じる季節」 と 「冷 えを感 じ る部位」 に 関 し て ア ン

ケ ー ト調査を行 つ た ．

　 平均気温は 三 朝分院気象観測 シ ス テ ム に よ り 1

時間 ご と に記録 された もの の 平均値を用 い た ．な

お 有意差検定 は T 検定及 び X2検定 を用 い た ．

　　　　　　　　　結　　果

　 1，ア ソ ケ ー ト調査 （冷 えを感 じる季節 ・部位）

　最 も強 く冷えを感 じる季節で は 冬57％， 1 年中

16％，秋 14％，春 10％，夏 3 ％ と冬季 が過半数を

占め た．

　冷え を感 じる部位で は 表 1 の よ うに ， 足背又 は

足底 に か け て 感 じるもの が 91％ と最 も多 く，
つ い

で 足以外 の 下肢 （63％）， 手掌・手背 （31％） と四

肢末端部 に 冷 えを感 じ る もの が多か つ た ．躯幹部

で は 腰 （38％）， 肩 （13％）， 腹（12％）， 背中（4％），

首 （2％）の 順 に 多か つ た ．

　 これ らよ り冷 えは 寒冷環境下で 四肢末端 と腰部

に 感じ る もの の 多 い こ とが 明 らか に なつ た ．

　2．身体各部 の 表面温度 （表 2）

　顔面 ・腹部 ・腰部 ・手掌 ・手背 ・下肢伸側 ・下

表 1　冷え を感 じる部位（N ；89）

足 背又 は 足 底

足以外の 下肢

腰

手掌 ・手背

肩

腹

背中

首

81（例）

563428121142

91（％）

633831131242
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表 2 　身体各部表面温 の 平均値

　 　 　 　 　 　 　 （単 位
’
℃，mean ± SD）

高　取

冷え （＋）群
N ＝66

冷え （
一
）群

　 N ；33

表面温
℃

561

冷 え（一）群 一
〇
− N．S ，　 N ＝33

冷 え （十）群 ＋ Y 富26、2十〇．2X
　 　 　 　 　 　 r瞿0　63　　N ＝56

（腹側）

顔面

手　掌

腹　部

下 肢伸側

足　背

（背側）

手　背

腰 　 部

下肢屈側

足　底

　 一
N ・S・一一一一

「

33．3± 0．7　　　　　　　 33，0：ヒ0，9

　 r N，S，■
32．1±1．7　　　　　　　　　　32．3± 1．3

　 7 N ・S・■
33．2±0．7　　　　　　　　　33、O±0、7

　 一
NS ・一

「

30．9±1．0　　　　　　　　31．3±1．1

　 「
一一

　
癌

　■

28．5±2．8　　　　　　　　30，9±2，0

　 一
N ・S・

■

32．0：ヒ1．5　　　　　　　　　　32．4±1．1

　 「
− N ・S・一

「

32．6±0．9　　　　　　　　　　32．8：ヒO．9

　 一
一一N ・S・

■

31．4±：0．9　　　　　　　31．6：ヒ1．3

　 「
冖一一一　

　
’
　
一　一『

］

28、0±2．8　　　　　　　　30．7±2．1

＊ 　：p ＜0．01

肢 屈側 。足背 ・ 足底の 各部に お ける年間の 平均温

度を冷 え （十）群 と冷 え （
一
）群と で 比較 した ，

足背・足底部 に お い て は 冷え （＋）群は 冷え （一）

群 よ りもそれぞれ2．4℃ ，2．7℃低 く両群 の 間 に 有

意 の 差を認め た （p＜ 0．01）．一
方顔面 ・腹部 ・腰

部 ・手掌 ・手背 ・下肢伸側 ・下肢屈側で は 冷え （＋ ）

群 ・冷乏 （
一
）群 ともに 平均温度は 32〜33℃ で 部

位 に よ る大 きな差を認 め ず，両群の 間 に 有意差を

認め なか つ た ．

　サ ーモ グ ラ フ n 上 ， 冷 え性 の 特徴は 足背 ・ 足底

の 低温域の 出現とし て 捉え る こ とが で きた ．

　 3．身体各部 の低温域

　測定環境温度 （26〜27℃ ）以下の 低温域が存在

し た の は 足 背部又 は 足底部 の み で あ つ た ．冷 え

（十）群で は 全体 の 67％ （44／66），冷 え （
一
）群で

は 全体の 6％ （2／33） に お い て 足背又 は足底部に

低温域が存在 し，冷 え （＋ ）群の 方が有意 に 多か

つ た　（p 〈 0．001）．

　4．外気温 と身体各部の 表面温度の 関係

　身体各部 （足背 ・足 底 ・下肢伸側 ・ 下肢屈側 ・

腹部 ・腰部 ・顔面 ・ 手 掌 ・ 手背）の 表面温度 の 平

図 1　 外気 温 と足背部平均温 の 相関関係

0
外気温

℃

均値 と表面温度測定 日の 平均気温の 相関関係を冷

え （＋ ）・ 冷 え （一）両群に お い て 検討 し た ．

　足 背部で は図 1 の よ うに 冷 え （十）群 に お い て

回 帰直tW　Y　・＝　26．2＋0．2X （r ＝O．63）に 従 つ て ， 平

均気温が高 くな る ほ ど表面温度が高 くな る傾 向が

認め られ た，冷 え （
一
）群に お い て は平均気温 に

関係な く表面温度 はほ ぼ一
定で あつ た．

　足底部で は足背部 と同様に 冷え （＋）群 に お い

て 平 均気温が 高 くな る ほ ど表面温度が高 くな る傾

向が認め られ た （Y ＝25．5十 〇．2X，　 r ＝0．62）が，

冷え （
一
）群に お い て は外気温に 関係な く表面温

度は ほ ぼ一
定で あつ た ，

　下肢 ・ 腰部 ・ 腹部 ・ 手掌 ・ 手背に お い て は 両群

とも に 平均気温が高 くな る に つ れ て 表面温度が高
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

くな る傾 向が認め られた が そ の 勾配 は 小 さ く ，

一

定の 相関関係は 認め られ な か つ た ．

　顔面に お い て は両群共 に 平均気温に 関係な く表

面温度は ほ ぼ一
定で あつ た ．

　以上 よ り冷え （＋ ）群 の 四肢末端 の 表面温度 は

外気温の 影響を受 けやす く，寒冷環境下 に て 足背

部と足底部の 皮膚表面の 血管が収縮 し ， 血流量 の

低下 に 伴つ て 皮膚表面温度が低下す る と ， 中立環

境下 で 20分間以上 馴化 し た 後 も容易に 血 流が 回 復

せ ず皮膚温度が上昇 し な い こ とが 明 らか とな つ

た．

　5．外気温 と腹部最高温一足背部最 低温 の 温度

較差 の 関係 （図 2 ）
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温度較差
　 　 　 　 　 　 　 　 　 冷 え（

一
）群 一c 」 卿N．S．　 Nt ＝33

　 ℃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 冷 え（十）群　＋ Y＝IO．4− O．2X　 Ts
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N ＝66
●　　　 ● 　　・　　　　　　　　　　　　　　　 r＝−O．60
　 　 　 ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P 〈0．001
°
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図 3　「腹部最高温一足 背部 最低 温」の 温 度較差 別 に み

　た 冷 え （÷ ）群 の 出現 率

　躯幹部 と末梢の 温度較差が大 きい ほ ど よ り強 く

冷えを感 じ る の で は な い か と考 え， 外気温 と腹部

最高温一
足背部最低温度間の 温度較差 の 関係に つ

い て検討 した．

　冷 え （＋）群 で は 回 帰直線 Y ＝10．4 − 02X ，

r ＝− 0．60に 従 つ て 外気 温が低 くなる ほ ど温度較

差が大 きくな る 傾向が認め られた ．冷 え （一）群

で は 外気温 に 関係な く温度較差 は ほ ぼ一定で あつ

た ，

　 これ よ り外気温が 低い
，

つ ま り冷えを強 く感じ

る生活環境下で は 躯幹部 と末梢部 の 温度較差 が大

きくな る こ とが判明 した ．

　次 に 温度較差 2 ℃ ご とに 冷え （＋）群 の 出現率

に つ い て 検討 し た （図 3）．温度較差 6℃以上で の

冷 え （十 ）群 の 出現率は 94％で あ つ た が
， 温度較

差 4 ℃以上 で は 78．9％で あ り， 温度較差 10℃ 以上

で は 100％で あ つ た ．また 冷 え （＋ ）群に お い て 温

度較差 6℃ 以上 あ つ た症例 は 71％ （47／66例）で あ

つ た の に 対 し，冷え （
一
）群 で は 9 ％ （3／33例 ）

　 1　　2　　3　　4　 5　 6　 7　 8　　9　10　11　 12（月｝

図 4　平 成元 年 の 三 朝地区の 月 別 平均気温の 推移

に 過 ぎず両 者 に は 有意 の 差 が 認 め ら れ た （pく

O．OOI）．こ れ らよ り冷 え （十 ）群 と冷 え （
一
）群

を識別す る腹部最高温と足背部最低温 の 温度較差

は 6℃ が最も よ く， 6 ℃以上温度較差 があれ ば
，

日常的 に 冷えを感 じて い る 状態で ある こ とが示 唆

され た ．

　 6．外気温15℃ を境 界 に した 躯幹部 と末稍部 の

表面温度 ・温度較差 の 関係

　図 4 に年間の 気温 の 変化 を示 し た が
， 当地 の 年

間の 平均気温は 約15℃ で ある こ と よ り，15℃を境

界に して 皮膚表面 の 温度分布 に な ん らか の 変化が

現れ る の で はな い か と考 えた ．

　そ こ で 外気温 15℃ 以上 と15℃未満 とい う生活環

境下 で ，足背部 ・ 腹部 の 表面温度 ， 測定温以下 の

表面温度を示す低 温域，及び足背一腹部 間 の 裹面

温度較差 に お い て ， 冷 え （＋ ）群 と冷え （一）群

を比較 し有 意の 差が み られ る か ど うか 検討 した．

　足背部の 表面温度で は 図 5 の よ うに 外気温 15℃

未満で冷え （＋）群の 方が冷 え （一）群 に比べ て

有意 に 低か つ た （p＜ O．OOI）．15℃ 以上で は両群間

に有意 の 差 は み られ なか つ た ．腹部 の 温度 で は 外

気温15℃以上 で も未満 で も同様 に 両群 に有意 の 差

は 認め られ なか つ た．

　ま た 外気温 15℃ 未満 に お い て 測定温以下 の 表 面

温度を示す低温域 に つ い て 検討す る と，冷 え（十 ）

群 に お い て 87％ （39／45例），冷 え （一）群 に お い

て 11％（2／19例）が低温 域を有 し，有意に 冷 え（＋ ）

群 の 方 に 多 く低温域 が存在 し た （p 〈 0．OOI）．

　足背一腹 部間 の 温度較差 に お い て は 図 5 の よ う

に 外気 温 15℃未満 で 冷 え （十）群 の 方が 冷え （
一
）
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図 5　 外気 温15℃前後に お ける 足背部平均温 と腹部最

　高温一足 背部 最低温温度較差

群に 比 べ て 有意に大 きか つ た （p＜ O．OO1）．15℃以

上 で は 両群 の 間 に 有意差は み られ な か つ た．

　以上 よ り外気温 15℃未満の 条件 下で冷 えを感 じ

る 患者が多 く， その 際足背部表面温度の 測定環境

温以下 へ の 低下 と足背
一

腹部間 の 温度較差 の 6 ℃

以上 の 拡大 とし て サ
ー

モ グ ラ フ ィ 上描出 され る こ

とが明らか となつ た．

　7．足背部 ・ 腹部 の 放射熱量 と外気温の 関係

　足背部で は 冷え （＋）群で は外気温が上昇す る

に 従つ て 放射熱量 が増加す る傾向がみ られた が冷

え ← ）群で は み られなか つ た ．また 外気温15℃

未満で は冷 え （十 ）
’
群の 方が冷え （一）群 に 比 べ

て 放射熱量が有意に 大 ぎか つ た （p 〈 0．001）が

15℃ 以上 で は有意 の 差は 認め られなか つ た．
一方

腹部で は冷 え （＋）群 で は 外気温 が上 昇する に 従

つ て 放射熱量が低下す る 傾向がみ られ た が冷 え

（
一
）群で は み られ な か つ た ．

　 こ れ よ り外気温 15℃未満で 冷 え （＋ ）群 の 足背

部の 表面温度が低下する現象は 四肢末端 よ りの 放

射熱量を低下 させ る た め の 合 目的的な反応 で ある

こ とが示唆 された．

　　　　　　　　　考　　案

　 1956年に 九嶋 ら
8）9）が冷え性を 「身体 の 他 の 部分

は全 く冷た さを感 じな い よ うな室温に 於て ，身体

の 特定部位 の み が特に 冷た く感じる場合」 と定義

し た ．同時に 成熟婦人 1
，
042名中 54．5％が本性を有

し ， 年齢別 で は19歳以下 の 思春期 と45歳 か ら59歳

ま で の 更年期 に多 い こ と， 経産婦よ り未産婦， 月

経困難を有する婦人に 高率に 出現する こ と を報告

した． こ れ に よ り初め て 冷え性が疾患 と して 認知

され たが
， 現在 まで 副次的な訴 え として しか 臨床

医に取 り上げ られ る機会は 少なか つ た ．そ の 理由

の
一

つ に 客観的な診断法 が確立 され て い な か つ た

こ とが挙げ られ る，近年冷感部位 の 診断法 として

サ ーモ グ ラ フ ィ が注 目されて きた η が，なお その

診断的有用性 に つ い て は 不 明な点が多か つ た ．

　本研究に お ける冷感部位 とサ
ー

モ グ ラ フ ィ 上 の

低温域の 関係よ り， 足 背 ・足底部 に冷 えを感 じる

よ うに な る と
，

サ ーモ グ ラ フ ィ 上 測定環境温以下

の低温域を示 す こ とが明 らか とな つ た．冷え性 発

症の外的要因 として重要 な生活環境温 に大 きな影

響を 及 ぼす外気温 と冷 え性患者 の 体表面温度との

関係に お い て は
， 冷え （＋ ）群 の 下肢末端部 の 表

面温度は 外気温の 変化を反映 し て お り，外気温が

低 い 環境下で は冷 え （＋）患者は 持続的に 下肢末

端部が冷え ， 日常的 に そ の 箇所を冷た く感 じ る こ

とが 明 らか となつ た ．ま た 腹部最高温
一

足背部最

低温の 温度較差は 冷え の 強さを反映 し て お り， 日

常的に 冷えを感 じ て い る 状態で は サ ーモ グ ラ フ ィ

上，温度較差 6 ℃ 以上 として 描 出され る こ とが示

唆された．さ ら に 当地 の 年間 の 平均気温 15℃未

満 で 冷えを感 じる よ うに な り，これを サ ーモ グ ラ

フ ィ 上 に描 出す る こ とがで きた．

　 こ れ ら よ り実際 の 臨床で は 腹部 の 1箇所 と足指

の 1 箇所 の 温度較差を測 り，
6 ℃ 以上 あれ ば冷え

性が顕症化 した状態で ある と診断で き，ま た 治療

効果 の 判定 に お い て 治療終了時の外気温が 15℃未

満 で あ る こ と が必 要条件 と判 明 し た ．

　 日本人 が冬季に お い て 熱的平衡状態 に 達す る た
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め に は 中立 温環境下で 20〜30分の 馴化が必要で あ

る とされ る
1）．今回 は 軽衣で の 中立環境温 で ある

26〜27℃ の 室温下に て 20分間馴化 し た 後 に体表温

測定 を行つ た が，それ で も外気温15℃以下に お い

て 冷え性患老の 大部分は，下肢末梢部 の表面温度

が測定環境温よ りも低値を示 した ．

　 こ れ は 中長期 の 寒冷刺激 に対す る交感神経系の

過緊張状態を示 し て い る が
， 以下 の よ うな 機序 で

低温域が発現す ると考 えた．外気温15℃ 未満の 生

活環境に お い て ， 皮膚の 温度受容器が対寒反応 を

誘発す る と皮膚血 管収縮神経 （CUTANEOUS

VASOCONSTRICTOR ：以 下 CVC と略 す） の

活動性が亢進す る
3）4）．核心 部 に近 い 躯幹部 に 比 べ

て 四肢末端で e：，
　CVC の寒冷刺激 に 対す る反痣性

が鋭敏なた め に
13 冫血 流量 の 低下 が大 きく， 皮膚表

面温が著 し く低下す る．特 に 日常的 に 冷た い と感

じる 部位で は ，CVC の 活動性が 中立 温環境下に お

い て も持続的 に 亢進 し て い るた め に ， サ
ー

モ グ ラ

フ ィ 上 に 低温域 と し て 描 出 される．低温域 の なか

で も皮膚表面温が測定環境温 よ り低下 し て い る部

位で は ，熱放散で は な く熱 吸収 を行 う結果
4｝

， 体全

体 の 熱放散量 は か な り減少 した状態 とな る．

　一方躯幹 部で も特 に 最高温 度 を示す 部位 で は

CVC の 寒冷刺激 に 対す る反応性は 小 さ く，熱放散

量は 大 きい
4）．腹部最高温 と足 背部最低温 の 温度

差は 冷え の 感覚の 大 きさを示 して い る と共 に
， 躯

幹部 と末稍 の CVC の 活動性 の 差を反映 し た もの

で ある とい える．

　以上 よ り冷 え性患者に お い て 平均外気温 15℃未

満で 冷え症 の 発症 に応 じて サ
ー

モ グ ラ フ ィ 上 6℃

以上腹部一足背 の 温度較差がみ られた 現象 は 寒冷

暴露 に対 し て 放射熱量を少な くし核心温 の 低下を

防 ぐた め の 合目的的と もい え る血管運動性体温調

節の 現れで あ る と考えた ．

　寒冷 に 対 す る適応 現 象は 人種 に よ り異 な る．

オ ース ト ラ リ ア の 砂漠地帯に 住むア ボ リ ジ ニ 族 は

寒冷刺激 に対 し て 代謝熱生産量 を減 ら し，平均体

温を下 げ ， 皮膚血 流を減少 させ る の に 対 し て，高

緯度地帯 に住む ノ ル ウ ェ
ー人 は寒冷刺激に 対 し て

代謝熱生産量 を増や し ， 平均体温を上げ，皮膚血

流を増加 させ る
14）こ とが知 られ て い る． こ れ は生

活環境温 の 変化 に 対して 先天的 ， ある い は 後天的

に 獲得 した血 管運動性体温調節 の 発現形式が存在

す る こ とを意味 して い る．

　 本研究 の 対象 と な つ た 冷え性患者 は寒冷刺激 に

対 して ，平均体温 を下げ ， 皮膚血 流を減少させ る

よ うな方向に 反応 して い る が， これは ア ボ リ ジ ニ

族 に 類 似して お り， 夏の 比 較的気温 が高い 環境に

適応す る こ と を第
一

目的 とした 寒冷順応で ある と

考 え られ る ．

　以上 よ り， 冷え性は 日本の 四 季の 外気温 の 変化

に 対 して 先天的ある い は 後天的 に獲得 し た 固有の

血 管運動性体温調節機能 に基 く こ とが明 ら か に な

つ た ．

　 と こ ろ で サ
ー

モ グ ラ フ a 上 で 下肢末端 に低 温域

が 出現す る器質的な要因 と して ，交感神経系の 過

緊張状態
2）

，
BURGER 病 5）・レ イ ノ

ー
症候群

13）・骨

盤内 うつ 血症候群等 の 末稍循環障害 6）12｝
， 腰椎 の 神

経根圧迫症候ge11），糖尿病 に よ る末梢神経 障害
10＞

等が考 えられ る．

　 ま た プ 卩 ゲ ス テ ロ ン の 消退 に よ つ て ， 視束 前

野 ・前視床下部領域 （POAH ）の 温度 セ
ッ トポ イ

ン ト が低 下す る こ とが 知 られて い る
3）．POAH に

あ る温度受容器 と皮膚 に ある温度受容器は 相乗的

に 作用 する
3）とい わ れて お り， プ 卩 ゲ ス テ ロ ン の

消退 に よ り温度 セ ッ トポ イ ン トが下降 し中枢温が

下が る と， 末梢皮膚温は 低下す る ．したがつ て ，

プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 消退 し た 月経期 ・分娩直後 ・更

年期 は末梢温が比較的低下 した時期で あ り冷 えは

悪化しや す い ．また こ の よ うな女性特有の 体温の

微妙 な変化が
， 冷 えに 対す る鋭敏な感覚を養 つ て

い る と推測 される．

　本研究 で は 明 らか な基礎疾患 を持つ 婦人 は 除外

したが
， 上記 の よ うに 冷 え性 の 中に は 「冷 え症候

群」 ともい える病態が存在する た め
，

サ ーモ グ ラ

フ ィ 上低温域が み られた 患者に お い て は器質的な

疾患が な い か ど うか 鑑別診断す る こ とが必要で あ

る と考 え られ た．

　 な お，こ の 要 旨 の 一部 は 第 8回 日本 サ ーモ ロ ジ ー学 会 に

お い て 発表 した．

　稿 を終 え る に 望 み ，御 指 導 御校 閲 を 賜 つ た 恩 師関 場 　香

教 授 に 深 甚 の 謝 意 を 捧げ ま す．ま た ，直接御指導を 賜 っ た
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